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1．SPECTによる陽性小病変の検出能：核種による差

　　の検肘

一
般に，より広範囲に分布している線源のほうが放射能

変動による影響をより受けにくいと思われた．
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　モノクローナル抗体による腫瘍イメージングで，抗体

の標識に用いる核種により病変の検出率に差があるかフ

ァントム実験にて検討した．核種は201Tl，99mTc，1231，

1111n，67Ga，1311を用いた．胴体ファントムを各RIを

含む水でみたし，そのほぼ中央に径2cmのターゲット

をT／B比がそれぞれ2，3，4，6，8，16となるようにして

置きSPECT像を得た．1311をのぞいていずれの核種で

もT／B－4～6で検出可能であった．標識された抗体の体

内での挙動を同じとするならば，病変の検出能は核種の

違いよりも放射能濃度により影響されると思われた．

2．動態SPECT時におけるactivityの時間的変動によ

　　るアーチファクトについて
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　ガンマカメラ回転型のSPECT装置を用いた動態

SPECTの場合，1scanに要する最短時間は30秒程度で

あり，その間にRIの集積，排泄による移動が起こり，

activityに変化が生ずれば，再構成画像の画質，定量性

などに影響を与えるものと思われる．今回SPECTデー

タ収集中のactivity変化による影響を線線源のシミュレ

ー ションおよびJaszczakファントムを用いて検討を行

った．

　線線源ではactivityの変化率が20％程度からSPECT

像の歪が目立ち始め，50％以上では強いアーチファクト

をも認めた．Jaszczakファントムでは変化率が30％ま

では，視覚上均一性，解像力等の画質に変化が認められ

ず，50％ではわずかにアーチファクトを，また100％で

は強い歪，アーチファクトを認めた．以上の結果から，

3．　デュアルエネルギー光子吸収法による椎体骨密度の

　　測定（第2報）一健常者の性差，年齢別での検討一
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　Gd－153使用二光子吸収法による骨密度（BMD）測定

において，その対照となる健常者の性差，年齢別での検

討を行った．対象は健常者の男性50名（平均年齢33．3土

7．8歳），女性62名（平均年齢45土14歳）の計112名で

ある．装置はNorland社製二光子骨塩定量分析装置，

線源はGd・1531ciである．方法は健常者112名におい

て第2～4腰椎骨密度測定を行い，その平均値を求め，年

齢別，性差別に分け，平均値±標準偏差を算出し，比較

検討した．結果は，男性では年代の増加に伴い，BMD

の値の減少がみられ，女性ではBMDのpeakは30代

にみられ，その後は値の減少を認めた．北米と比較して

BMDの値の平均値は0．2～0．39／cm2低い傾向にあっ

た．

4．変形性膝関節症への骨SPECTの応用
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　内側型変形性膝関節症の病態把握ならびに早期発見を

目的として骨シンチ膝SPECTを施行した．膝関節症の

X線学的分類は腰野の分類に従った．12症例計24関節

にっき，Grade　OからGrade　3に分類した．膝SPECT

の横断断層において膝関節を中心に脛骨方向にスライス

加算（6mm×2），脛骨外側頼から内側頼にかけてプロフ

ァイルカーブを作成した．カーブの最小点を基準にとり，

外側頼と内側穎の最大値を求め，内側頼／外側穎を求め
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